
明
治
初
年
の
教
育
制
度
と
そ
の
精
鋼

（
下
）高

橋

俊

乗

　
　
　
　
　
五

　
　
　
　
　
　
　
　

　
先
に
「
黒
黒
」
の
夢
見
に
参
蓋
し
た
田
中
不
二
、
雁
昌
は
、
そ
の
公

布
に
先
だ
ち
、
文
部
理
事
官
と
し
て
岩
倉
大
使
の
一
行
に
加
は
り
、

明
治
四
年
十
一
月
我
が
國
を
出
獲
し
て
鰍
米
の
敏
育
を
調
査
し
た

が
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
裾
野
を
詳
か
に
研
究
し
て
六
年
三
月
羅
朝

し
た
。
調
査
の
結
果
は
「
理
事
功
程
」
（
木
版
十
五
冊
）
と
題
し
て
岡

六
年
猷
版
さ
れ
た
。

　
同
六
年
四
月
文
部
卿
大
木
喬
任
は
参
議
に
轄
じ
、
そ
の
後
は
文

㌧
部
卿
が
置
か
れ
な
か
っ
た
の
で
、
田
中
は
輿
望
少
輔
な
が
ら
雀
務

を
統
轄
し
た
。
同
七
年
一
月
太
戸
孝
允
が
文
部
卿
と
な
っ
た
が
、

五
月
に
退
任
も
、
そ
の
後
は
同
＋
一
年
ま
で
文
部
卿
が
無
か
っ
た
費

の
で
、
田
中
は
久
し
い
間
（
七
年
九
月
丈
部
大
輔
と
な
る
）
文
部
卿

の
職
務
を
雛
行
し
、
彼
れ
の
洋
行
中
に
嚢
布
さ
れ
た
「
學
制
」
の
實

　
施
に
腐
心
し
た
。
農
制
は
前
記
の
濃
く
全
國
劃
一
的
で
あ
る
の
に

　
　
　
　
　
　
朋
治
朝
年
の
教
育
制
度
と
そ
の
精
騨
（
下
）
ハ
高
橋
）

田
中
は
歓
米
よ
り
鰭
朝
し
て
後
は
大
い
に
ア
メ
リ
カ
の
敏
育
制
度

を
喜
び
、
之
に
倣
っ
て
我
が
國
の
敏
育
も
地
方
の
自
治
に
任
す
べ

き
も
の
だ
と
考
へ
、
個
人
と
し
て
は
「
補
題
」
の
中
央
集
構
的
に
は

賛
成
で
な
か
つ
夫
魏
離
婁
）
。
時
に
溜
塗
ハ
年
八
月
か
ら
文

部
省
に
単
声
と
し
て
奉
職
し
て
ゐ
九
マ
レ
ー
（
U
．
潔
雪
．
曙
）
と
い

ふ
ア
メ
リ
カ
入
が
あ
っ
て
、
頗
る
田
中
の
信
権
を
得
せ
み
た
が
、

こ
の
人
は
ア
メ
リ
カ
人
通
有
の
自
由
主
義
・
地
方
分
僅
主
義
を
敏

育
上
に
懐
い
て
み
る
入
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
甘
雨
」
の
早
晩
改
正
さ

る
べ
き
一
つ
の
原
因
が
、
早
く
か
ら
女
部
雀
の
圭
騰
部
に
存
し
て

み
た
。

　
そ
の
う
ち
に
西
南
の
役
が
勃
糊
し
た
。
多
額
の
軍
備
を
要
し
た

の
と
、
從
來
貨
幣
制
度
の
不
完
全
で
あ
っ
た
事
と
に
よ
り
、
そ
の
頃

よ
り
財
政
が
困
難
と
な
り
、
不
景
氣
が
襲
う
て
來
た
。
繭
々
號
に

述
べ
た
や
う
に
諸
子
校
の
新
築
管
路
は
務
め
て
完
全
を
期
せ
し
め

　
　
　
　
　
　
第
十
山
一
粟
　
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
一
電
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町
治
初
年
の
藪
…
育
制
度
と
そ
の
鵜
聯
（
下
）
（
高
総
）

た
の
で
、
學
棚
億
地
方
畏
の
問
に
不
評
判
で
あ
っ
た
が
、
今
や
経

濟
上
の
事
惜
に
よ
り
、
政
府
の
調
一
主
義
に
封
し
反
欝
の
氣
勢
が

籐
程
高
く
な
っ
て
來
た
。
マ
レ
ー
は
同
十
一
年
十
二
月
任
満
ち
て

本
圃
圃
へ
飾
っ
た
が
、
田
中
は
ア
メ
リ
カ
合
謙
譲
の
舗
度
を
基
本
と
、

し
、
地
方
の
自
治
を
七
六
と
し
た
改
革
案
を
立
て
た
。
先
に
十
一

年
五
月
西
郷
從
道
が
久
し
く
訣
け
て
る
た
文
部
騨
に
任
ぜ
ら
れ
、

翌
十
二
年
九
月
寺
島
宗
則
が
之
に
代
っ
た
が
、
こ
の
月
政
府
は
「
學

韻
」
を
慶
し
、
田
中
の
案
に
よ
る
「
教
育
令
」
を
公
布
し
た
。
教
育

令
は
學
制
と
嗣
じ
く
、
一
つ
の
法
令
の
中
に
あ
ら
ゆ
る
學
絞
の
法

令
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
藥
制
の
規
模
宏
大
に
し
て
干
渉

劃
】
的
な
る
に
比
し
て
、
思
ひ
き
っ
て
輩
純
化
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
墨
制
は
フ
ラ
ン
ス
の
法
令
の
嶢
直
し
で
あ
る
が
、
敏
育
令
は

教
育
制
度
の
ア
メ
リ
カ
化
で
あ
っ
て
，
こ
の
制
定
に
は
マ
レ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
窃

功
が
多
い
と
い
ふ
。

　
そ
の
内
容
を
摘
記
す
る
と
、
大
中
小
の
學
隈
を
慶
し
、
墨
齢
児

童
の
義
務
年
限
は
學
制
で
は
明
記
さ
れ
て
は
み
な
か
っ
た
が
、
八

年
と
見
な
さ
れ
て
み
た
の
を
、
教
育
令
で
は
四
年
間
、
留
年
四
箇

月
、
計
十
六
箇
月
に
短
縮
し
、
小
枕
校
は
嚇
町
村
箪
濁
に
或
は
撒

　
　
　
　
　
　
策
十
山
ハ
巻
　
　
餓
蝋
型
號
　
　
　
雨
ハ
一
入

町
村
聯
合
し
て
設
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
公
盆
た
る
べ
き
私
立
小

器
校
（
主
と
し
て
寺
子
屋
を
指
す
の
で
あ
ら
う
）
が
あ
れ
ば
、
公
立

小
鷺
校
を
設
け
な
く
て
も
よ
い
事
と
し
、
児
童
も
小
學
校
に
入
ら

す
と
も
普
通
教
膏
を
受
け
る
甦
の
あ
る
者
は
、
此
れ
を
以
て
小
學

校
へ
就
学
し
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
」
し
た
。
こ
の
時
始
め
て
學

務
委
員
を
置
い
た
。
か
く
て
我
が
國
の
敏
育
制
度
は
こ
Σ
に
劇
一

を
捨
て
た
が
、
内
容
は
依
然
と
し
て
燦
用
春
景
で
あ
っ
た
。

　
不
一
を
避
け
繁
縛
を
捨
て
Σ
簡
易
に
就
き
地
方
の
事
惜
に
慮
じ

て
燭
魚
の
方
法
を
自
治
的
に
講
ぜ
し
め
た
の
は
｝
の
進
歩
で
は
あ

る
が
、
當
時
は
ま
だ
地
方
の
自
治
行
政
は
布
か
れ
て
み
な
い
時
で

あ
っ
て
、
面
輔
は
自
治
の
何
た
る
か
を
知
ら
す
、
教
育
令
の
意
味

を
膜
解
し
て
、
政
府
は
教
育
の
擾
興
を
中
比
し
た
と
儒
じ
、
或
は

小
面
校
を
慶
し
或
は
徽
校
を
一
つ
に
聯
合
し
て
法
用
存
減
じ
ょ
う

と
す
る
。
父
兄
も
子
女
の
敏
育
を
怠
る
や
う
に
な
り
、
文
部
雀
の

豫
想
は
破
れ
て
教
育
は
や
・
嚢
へ
始
め
た
。
小
墨
校
で
例
を
と
る

と
、
學
校
撒
の
．
総
計
は
減
じ
な
い
が
、
塘
加
牽
か
署
し
く
減
じ

た
。
明
治
六
年
か
ら
十
噌
年
ま
で
は
年
三
均
二
千
八
百
校
を
塘
し

て
み
る
が
、
十
二
年
に
は
僅
か
に
四
四
一
校
、
十
三
年
に
は
三
八

（82）



一
校
し
か
壇
し
て
み
な
い
。
小
墨
・
校
の
生
徒
の
就
學
歩
合
愉
明
か

に
減
退
し
、
十
一
年
に
は
四
一
・
二
六
％
で
あ
る
の
に
、
十
二
年

に
は
四
丁
一
六
％
、
十
三
年
に
は
四
丁
〇
五
％
に
下
っ
た
。

　
こ
Σ
に
於
て
文
部
省
は
周
章
狼
狽
し
た
。
自
由
主
義
を
捨
て
Σ

忽
ち
蕎
の
劇
一
主
義
に
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
田
中
不
二
臨

呂
は
こ
の
責
任
を
帯
び
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
果
し
て
同
十
三
年
二

月
寺
島
文
部
卿
が
去
っ
て
河
野
豊
年
が
之
に
代
り
，
，
同
時
に
田
中

は
七
年
間
勤
激
し
た
文
部
省
を
去
っ
て
司
法
卿
に
韓
じ
た
。
そ
の

年
の
十
二
月
繭
の
教
育
令
を
改
正
し
て
干
渉
主
義
に
立
返
り
、
新

た
に
第
二
の
「
敏
育
令
」
を
疑
し
た
。
俗
に
之
を
「
改
正
教
育
令
」
と

い
ふ
。
此
れ
に
依
っ
て
政
庸
は
画
塾
の
衰
兆
を
防
が
う
と
し
た
こ

と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
裏
面
に
は
次
の
や
う
な
事
情
も
潜
ん
で
み

よ
う
と
思
は
れ
る
。
當
時
民
間
に
は
臨
界
民
搬
の
論
が
喧
し
く
、

國
會
開
設
の
請
願
が
頻
り
に
行
は
れ
た
か
ら
、
政
府
は
十
三
年
四

月
に
集
會
條
例
を
嚢
し
た
り
し
て
、
こ
の
頃
よ
り
急
に
之
を
弾
座

し
始
め
た
時
で
あ
る
か
ら
、
敏
育
上
に
も
自
由
主
義
を
喜
ば
す
、

こ
の
年
よ
り
脚
干
渉
主
義
に
一
憂
し
た
の
で
帥
あ
ら
う
か
と
思
は
れ

る
。
第
一
の
敏
育
令
を
配
し
て
か
ら
一
年
鯨
に
し
て
急
に
干
渉
主

　
　
　
　
　
明
泊
初
年
の
雨
露
丁
度
と
そ
の
精
淋
（
下
）
（
裁
旙
）

義
に
愛
つ
た
の
は
、
只
教
育
の
慶
蓮
を
防
ぐ
爲
だ
け
で
あ
っ
九
と

し
て
は
、
唐
突
に
過
ぎ
る
や
う
で
あ
る
。
必
ず
裏
面
に
右
の
事
情

が
あ
ら
う
患
は
れ
・
（
吉
国
博
士
著
、
本
邦
敏
育
史
概
説
）

　
文
部
省
の
周
章
狼
狽
し
た
事
は
次
の
一
挿
話
に
よ
っ
て
も
よ
く

伺
ひ
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
明
治
＋
二
年
頃
よ
り
我
が
思
想
界
、

殊
に
敏
育
思
想
界
は
從
來
ア
メ
リ
カ
中
心
で
あ
っ
た
の
か
ら
移
っ

て
、
イ
ギ
リ
ス
を
宗
ど
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
教
育
書
で
も
十
二

年
以
前
に
は
ア
メ
リ
カ
書
の
薄
鼠
や
焼
直
し
が
多
く
、
＋
二
年
贋

よ
り
イ
ギ
リ
ス
物
を
多
く
利
用
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
就
中
イ
ギ

リ
ス
の
ス
ペ
ン
サ
…
（
国
．
ω
℃
呂
8
罵
）
の
學
説
が
も
て
は
や
さ
れ
た

の
で
、
敏
育
で
も
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
敏
徳
論
」
（
．
．
国
恥
8
け
…
o
p
、
、
）
が

廣
く
愛
護
さ
れ
，
文
部
省
で
も
尺
新
八
に
囑
し
て
之
を
興
せ
し
め

十
三
年
に
出
版
し
た
。
課
文
は
非
常
に
上
出
來
で
後
々
ま
で
模
範

課
と
言
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
内
容
上
は
實
利
主
義
で

あ
る
か
ら
、
王
制
頒
布
以
來
の
文
部
省
の
圭
義
に
哺
致
す
る
が
、

形
式
上
は
自
由
主
義
で
あ
る
か
ら
、
干
渉
主
義
に
復
製
し
た
文
部

省
と
し
て
、
こ
れ
を
出
版
す
る
と
は
自
家
撞
若
で
あ
る
か
ら
、
折

角
出
費
た
本
羅
は
絶
版
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
ス
ペ
ン
サ

　
　
　
　
　
　
第
十
蒲
ハ
巻
　
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
一
九

（S3）



明
治
初
年
の
敏
育
制
度
と
そ
の
精
融
（
下
）
（
晦
橋
）

1
の
畢
説
は
そ
の
後
永
く
明
治
十
八
九
年
ま
で
、
廣
義
の
誓
學
界

に
勢
力
が
あ
っ
九
の
で
、
「
教
育
論
」
も
此
の
後
、
民
間
で
は
爾
三

度
も
、
醗
課
さ
れ
た
q

　
こ
の
改
正
令
を
患
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
如
何
に
し
て
も
、
文
部

省
の
失
策
で
あ
り
、
朝
令
暮
改
の
護
を
詣
れ
な
い
。
改
正
令
獲
布

　
　
　
　
　
　
　
の

に
先
だ
ち
、
河
野
文
部
卿
よ
り
改
正
の
止
む
べ
．
か
ら
ざ
る
由
を
上

湊
し
て
み
る
か
こ
の
文
の
金
輪
に
曰
く
、

　
　
維
新
纏
武
ノ
後
政
府
大
二
丈
数
ラ
布
ク
リ
つ
其
事
草
創
二
面

　
　
ス
ル
テ
以
テ
彪
雑
書
無
ク
喜
態
測
鯖
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
ア
ラ

　
　
ス
ト
難
ト
モ
、
學
絞
ノ
設
置
天
下
二
手
ク
入
民
就
黎
ノ
途
愛

　
　
二
極
開
セ
シ
ゼ
ノ
ハ
、
＝
此
法
ノ
致
ス
所
ニ
ア
ラ
ス
ン
ハ

　
　
ア
ラ
ス
。
爾
來
五
七
年
、
常
態
大
二
改
マ
リ
百
般
ノ
欄
度
叉

　
　
髄
ラ
饗
ス
ル
ラ
以
テ
、
學
春
潮
ク
其
模
衛
テ
失
曳
リ
。
是
レ

　
　
明
治
＋
二
年
九
月
岡
＋
七
條
ノ
新
法
ヲ
定
論
以
テ
鷺
學
制
・
　

　
　
代
ル
所
ナ
リ
。
蓋
シ
此
改
正
暮
雲
リ
、
蕎
法
ノ
彪
灘
テ
斐
ク

　
　
過
度
ノ
制
限
ラ
除
ク
ニ
急
ナ
ル
ヨ
リ
、
其
勢
ノ
及
フ
所
盆
々

　
　
放
任
ズ
可
・
ラ
サ
ル
モ
ソ
ヲ
嫌
卿
セ
テ
放
任
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
其
．

　
　
然
ル
所
以
ノ
故
テ
考
フ
ル
ニ
亦
偶
然
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
9
。
夫

　
　
～
　
、

　
　
　
　
　
第
十
点
博
論
焔
　
第
㎜
隅
…
搬
　
　
　
轟
ハ
ニ
○

レ
學
制
ノ
頒
霜
二
十
リ
執
事
聖
意
ラ
成
功
韻
鏡
ク
シ
、
絞
舎

テ
肝
胆
大
ニ
シ
外
㈱
酬
う
…
茨
飾
ス
ル
ノ
纂
・
往
々
ニ
シ
テ
都
ん
レ
ス
。

是
二
三
テ
カ
學
問
ノ
盆
未
タ
顯
ハ
レ
ス
シ
テ
入
民
之
テ
駅
フ

ノ
A
愚
先
ツ
生
ス
。
議
者
蕊
共
磁
罪
必
m
囚
ル
所
テ
深
考
セ
ス
、
徒
ラ

ニ
罪
ラ
細
事
ノ
干
渉
二
蹄
シ
テ
之
ラ
尤
ム
。
而
シ
テ
敏
育
令

此
際
二
成
レ
ル
テ
以
テ
爲
メ
副
章
温
風
テ
謬
マ
ル
モ
ノ
蓋
シ

寡
シ
ト
セ
ス
。
臣
ラ
以
テ
之
テ
観
ル
ニ
，
爾
日
ノ
弊
タ
ル
、
畢

制
ノ
主
義
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
〃
施
行
ノ
両
且
シ
キ
テ
失
フ
ニ
ァ
リ
、

干
渉
ノ
過
度
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
干
渉
ノ
途
轍
ラ
過
ツ
ニ
ヨ
レ

リ
。
何
ト
ナ
レ
ハ
繭
員
ノ
干
渉
ス
ル
所
ハ
唯
學
校
ノ
設
立
費

用
ノ
募
集
等
專
ラ
外
部
ノ
事
二
止
マ
リ
、
授
業
ノ
得
失
ヲ
考

　
へ
斜
月
途
ノ
繧
典
心
二
｛
祭
ス
ル
カ
如
キ
南
田
部
ノ
事
二
三
一
ブ
ハ
甘
曹
出
忌

テ
纏
ル
蓋
シ
寡
ケ
レ
ハ
ナ
リ
。
而
シ
テ
懸
者
…
切
尤
テ
干
渉

制
度
ノ
上
縄
墨
シ
、
反
動
ノ
勢
普
通
敏
育
ト
難
ト
モ
亦
干
渉

ス
可
ラ
ス
ト
云
フ
ニ
至
ル
、
渦
…
テ
リ
ト
云
フ
ヘ
シ
。
蓋
シ
煎
田

晦
涌
7
教
云
臼
ハ
…
馬
身
ノ
品
位
テ
ト
…
下
ス
ル
ノ
カ
ァ
ー
一
州
U
ク
モ
國
ヲ

シ
テ
開
…
明
二
民
ラ
シ
テ
良
斑
慧
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ハ
教
育

ノ
讐
及
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
不
可
ナ
リ
、
蒲
シ
テ
政
府
之
ラ
督
鋤

（　S－1　）



　
　
セ
ん
・
テ
其
普
及
ラ
望
ム
．
姶
ト
河
清
ノ
埃
ッ
可
ラ
サ
ル
カ

　
　
如
シ
。

　
從
來
は
教
授
の
實
際
に
毒
し
て
は
像
り
干
渉
血
煙
を
し
な
か
っ

た
が
、
今
後
は
改
正
薫
育
令
に
よ
り
、
此
の
方
面
に
督
働
の
渉
を

進
め
ん
と
す
る
當
局
の
意
志
が
右
の
上
奏
丈
に
よ
く
示
さ
れ
て
み

る
。　

改
疋
教
育
令
の
要
総
は
小
學
校
の
義
務
年
限
を
三
年
に
延
長
し

事
務
委
員
の
選
任
を
嚴
に
せ
し
め
、
各
町
村
を
し
て
型
染
叉
は
聯

合
で
必
ず
小
學
絞
を
設
置
せ
し
め
た
事
な
ど
で
あ
る
。
丁
重
小
學

校
の
教
期
は
各
小
學
校
で
任
意
に
定
め
て
み
た
が
、
右
上
湊
文
の

三
韓
に
本
づ
き
、
改
正
令
以
後
、
府
知
事
，
四
面
が
交
部
卿
の
獲

す
る
綱
領
に
本
づ
き
、
各
土
地
の
溝
鼠
を
量
っ
て
之
を
編
成
し
、

文
部
卿
の
認
可
を
受
け
て
管
内
に
施
行
す
べ
き
こ
と
、
定
め
ら
れ

た
。
翌
＋
四
年
富
岡
孝
悌
が
文
部
卿
と
な
り
、
五
月
右
の
趣
旨
に

虫
っ
て
「
小
智
校
敏
則
綱
領
」
を
短
し
た
。

　
又
十
三
年
六
月
文
部
省
で
巾
小
學
校
の
教
科
書
を
編
纂
す
る
こ

と
・
な
り
、
且
民
間
で
著
作
轟
棄
し
た
敏
科
書
を
調
査
検
定
す
る

こ
と
、
定
め
ら
れ
九
。
こ
れ
も
敏
育
督
働
主
義
の
｝
の
現
れ
で
あ

　
　
　
　
　
明
治
初
年
の
敏
育
測
度
と
そ
の
糟
帥
（
下
）
（
謀
総
）

る
が
レ
内
薗
に
は
民
間
の
自
由
論
が
學
校
の
教
科
書
に
入
っ
て
來

る
の
を
防
が
う
と
す
る
警
戒
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
爾
改
正
教
育

令
に
ぱ
晶
行
の
不
正
な
者
は
教
員
た
る
を
得
す
と
規
定
し
て
あ
っ

た
が
、
十
四
年
｝
月
に
小
學
忌
数
員
免
許
駄
授
職
田
方
心
得
を
嚢
し

師
範
躍
校
卒
業
者
以
外
の
考
で
小
學
較
教
員
に
ら
ん
と
す
る
者
に

は
、
そ
の
墨
力
を
瞼
定
し
た
後
に
発
許
状
を
輿
へ
る
こ
と
・
な
り

免
許
歌
の
な
い
者
は
教
師
と
な
る
事
を
得
ざ
ら
し
め
た
。
こ
れ
ら

の
事
も
同
襟
に
、
民
営
論
と
結
び
つ
け
て
考
察
す
る
こ
と
も
出
來

よ
久
糊
瓠
七
言
所
載
）
。
　
　
　
　
　
　
　
，

　
至
適
隆
盛
が
私
通
校
の
生
徒
に
溶
せ
ら
れ
て
鳳
を
寂
し
て
以
來

政
麿
は
他
の
扁
般
の
私
立
三
校
に
毒
し
て
も
監
督
を
巌
に
す
る
必

要
を
感
じ
た
が
、
霞
由
民
結
論
が
盛
ん
と
な
る
に
つ
れ
、
愈
≧
そ

の
必
要
を
認
め
て
、
十
二
年
十
二
月
文
部
憲
は
尉
知
事
無
闇
に
命

じ
て
、
公
私
立
憲
血
中
、
教
育
に
弊
害
あ
り
と
認
め
る
も
の
は
文

部
卿
に
稟
串
せ
し
め
、
翌
十
三
年
三
月
掛
に
公
私
立
干
校
の
敏
則

に
つ
い
て
同
襟
の
蓬
を
溢
し
、
同
年
十
二
月
に
は
國
安
を
害
し
、

風
俗
を
素
参
す
る
や
う
な
事
を
記
載
し
た
警
官
は
勿
論
一
敏
育
上

弊
害
あ
る
害
悪
は
之
を
探
愛
せ
ざ
る
や
う
、
特
に
涯
意
せ
し
め
・

　
　
　
　
　
　
飽
〃
十
六
巷
　
第
四
號
い
　
　
六
二
一
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明
治
初
年
の
数
育
湖
燦
と
そ
の
鷲
淋
（
下
）
（
斑
橋
Y

た
。
十
四
要
素
二
月
交
部
省
は
墨
校
の
建
築
物
を
敏
育
以
外
の
集

會
に
使
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
此
等
の
法
令
獲
布
の
理
磁
は
色

々
あ
る
が
、
い
つ
れ
も
そ
の
裏
面
の
目
的
は
民
槌
論
義
迫
の
爲
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
校
舎
の
使
用
は
普
選
實
施
と
口
器
に
自
由
と
な

り
、
政
治
上
の
演
説
・
曾
に
も
使
用
し
て
差
支
の
な
い
こ
と
・
な
っ

た
。
こ
れ
を
兇
て
も
、
入
舎
使
用
制
限
の
眞
の
理
歯
が
那
邊
に
あ

っ
た
か
、
推
測
す
る
に
難
く
な
い
。
同
十
四
年
六
月
文
部
卿
か
ら

布
蓬
し
た
「
小
學
校
教
員
心
得
」
は
今
爾
行
は
れ
て
る
る
が
、
そ
の

中
に
は
明
白
に
、
「
教
員
た
る
も
の
は
就
中
政
治
及
び
宗
教
上
に
渉

り
、
執
拗
矯
激
の
言
論
を
な
す
等
の
こ
と
あ
る
べ
か
ら
す
。
し
と
令

し
て
み
る
。

　
改
正
教
育
令
は
明
治
＋
八
年
ま
で
綾
い
た
。
こ
の
間
に
漸
く
我

が
教
育
は
進
歩
の
締
に
つ
い
た
の
で
あ
っ
て
、
矢
張
り
何
と
言
っ

て
も
干
渉
督
鋤
の
成
果
に
は
蓮
が
な
い
。
小
揚
校
は
明
治
十
六
年

に
至
り
、
三
、
〇
一
五
六
校
，
生
徒
撒
は
三
二
三
、
蒼
天
〇
七
人

と
な
り
、
明
治
七
年
の
生
徒
撒
の
約
二
倍
に
上
り
、
就
學
歩
合
は

五
六
％
に
達
し
た
。
中
畢
校
に
蔵
し
て
は
、
十
四
年
七
月
に
中
學

校
教
則
大
綱
、
師
範
墨
校
に
早
し
て
は
、
同
八
月
に
師
範
學
校
教

　
　
　
　
　
　
第
三
T
山
ハ
巻
　
　
第
㎞
閏
號
　
　
　
山
ハ
一
ご
一

則
大
綱
を
黙
し
て
、
そ
の
内
部
の
整
頓
を
促
し
た
。
野
業
教
育
や

裏
門
敏
育
は
大
な
る
進
歩
を
示
さ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
同
十
五

年
頃
よ
り
府
縣
立
の
中
に
や
・
見
る
べ
き
も
の
が
次
第
に
設
立
さ

れ
始
め
た
の
で
、
岡
十
五
年
に
轡
學
校
通
則
、
着
払
校
通
則
、
十

六
年
に
農
墨
校
樋
則
、
十
七
年
に
商
業
畢
校
題
則
を
獲
布
も
て
、

丈
部
省
は
此
等
の
嚢
蓬
を
指
導
し
よ
う
と
し
た
。
女
子
教
育
は
相

愛
ら
す
頗
る
振
は
な
か
っ
た
。
高
等
女
墨
校
は
十
五
年
に
東
京
女

子
師
範
學
校
の
附
属
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
始
で
あ
る
。
こ
れ

は
全
く
世
話
が
女
子
教
育
を
鯨
り
要
求
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

て
、
高
等
女
學
校
に
議
す
る
猫
立
の
法
令
は
や
っ
と
明
治
二
十
八

年
に
な
っ
て
定
め
ら
れ
た
程
に
嚢
蓬
が
涯
々
た
る
も
の
で
あ
っ

た
。　

明
治
十
六
年
十
二
月
大
木
喬
任
が
再
び
文
部
卿
と
な
っ
た
、
同

十
七
年
頃
よ
り
蓬
年
の
凶
作
で
物
慨
が
低
落
し
、
金
融
が
癌
塞
し

未
曾
有
の
不
弁
識
で
あ
っ
た
か
ら
、
敏
育
も
お
の
つ
か
ら
萎
微
し

た
。
鍔
小
畢
校
も
＋
七
年
に
は
繭
年
よ
り
九
二
三
校
を
減
じ
、
＋
八

年
に
は
爾
更
に
九
五
〇
校
を
減
じ
た
。
小
策
校
児
童
も
＋
七
年
に

は
四
二
八
一
人
を
減
じ
、
十
八
年
に
砿
＝
二
、
五
九
九
一
入
を
誠



じ
た
。
就
學
歩
合
も
之
に
随
っ
て
減
じ
十
八
年
に
は
四
九
・
六
％

に
下
っ
た
。
こ
の
衰
兆
は
二
十
年
に
な
っ
て
最
も
甚
だ
し
く
，
校

激
は
全
鍬
二
，
五
垂
二
〇
と
な
っ
て
、
明
治
＋
年
頃
の
歌
態
に
戻

り
、
生
徒
は
二
七
一
、
三
三
九
一
九
，
就
學
歩
合
は
四
五
．
％
に
下

っ
て
明
治
十
四
年
頃
に
後
戻
り
し
て
み
る
。
一
時
盛
ん
で
あ
っ
た

府
塗
立
の
讐
墨
校
の
如
き
も
緊
々
閉
鎖
さ
れ
た
。

　
よ
っ
て
政
府
は
纒
費
節
減
の
爲
、
十
八
年
八
月
再
び
教
育
令
を

改
正
し
て
簡
易
な
る
制
度
を
立
て
た
。
殊
に
小
壁
校
で
は
駅
務
委

員
を
慶
し
，
明
治
五
年
場
來
久
し
く
牟
年
毎
に
進
級
せ
し
め
て
居

た
の
齢
止
め
て
一
年
侮
の
進
級
と
し
，
小
智
校
の
代
り
に
小
墨
・
校

よ
り
も
簡
易
な
小
者
教
場
を
設
置
す
る
を
得
せ
し
め
、
霊
魂
學
校

を
設
置
す
る
賢
力
な
き
町
村
及
び
孚
日
或
は
夜
間
で
な
け
れ
ば
就

中
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
兇
童
や
授
業
料
を
納
め
る
こ
と
ω
出
來

な
い
児
童
の
多
い
町
村
で
は
勅
答
や
民
間
の
邸
宅
の
一
部
を
借
り

て
之
を
小
器
校
溜
場
と
し
て
も
よ
い
事
と
し
た
。
又
小
書
校
や
小

誌
敏
揚
の
學
科
目
を
法
定
せ
す
，
任
意
に
取
捨
せ
し
め
た
。
こ
の

簡
易
自
由
な
る
主
義
は
教
育
を
振
興
す
る
ど
こ
ろ
か
、
之
を
盆
ヒ

衰
頽
せ
し
め
る
こ
と
は
、
銑
に
去
る
十
一
年
の
最
初
の
教
育
令
で

　
　
　
　
　
二
部
初
年
の
数
育
制
度
と
そ
の
精
帥
（
下
）
（
高
繍
）

経
験
す
み
の
筈
で
あ
る
。
前
記
十
七
八
年
の
教
育
の
衰
蓮
は
不
景

氣
の
結
果
で
あ
る
が
。
十
九
年
二
十
年
の
衰
微
は
不
景
氣
の
外
に

こ
の
再
度
の
改
正
令
の
簡
易
自
由
な
ろ
制
度
に
本
づ
♂
こ
と
が
少

く
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
政
府
で
も
十
八
年
の
改
正
令
と
同
月

に
東
京
女
子
師
範
愛
校
を
慶
し
嚥
京
師
範
學
校
に
合
併
し
、
綾
い

て
東
げ
外
國
語
學
校
を
東
京
商
工
母
校
に
併
せ
。
東
京
法
母
校
を

東
京
大
墨
法
學
部
に
併
せ
、
か
つ
府
縣
に
令
し
て
女
子
師
範
學
校

を
慶
し
て
師
範
畢
校
に
併
合
せ
し
め
る
な
ど
、
大
い
に
緊
縮
の
跡

を
示
し
て
み
る
。

　
し
か
し
か
、
る
潰
極
退
嬰
的
な
態
度
は
教
育
を
盛
ん
に
す
る
所

以
で
は
な
い
。
か
臥
る
萎
縮
的
な
教
育
令
は
久
し
か
ら
す
し
て
慶

止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
恰
も
よ
し
、
同
十
八
年
十
二
月
内
閣

態
度
が
創
立
さ
れ
、
森
有
禮
が
文
部
大
臣
と
な
り
、
翌
十
九
年
三

月
よ
り
新
し
い
諸
書
法
令
を
績
々
嚢
じ
て
、
敏
育
の
刷
新
と
興
隆

と
を
願
っ
た
。
十
八
年
八
月
の
改
正
教
育
令
は
實
施
さ
れ
た
期
闘

が
一
年
未
満
で
あ
っ
た
か
ら
，
實
電
界
に
は
鯨
リ
カ
を
持
っ
て
る

な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
六
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二
葉
初
年
の
教
育
濁
度
と
そ
の
精
紳
（
下
）
（
窩
檎
）

　
明
治
五
年
の
「
學
制
」
頒
布
以
來
、
干
渉
主
義
と
自
由
主
義
を
交

互
に
繰
返
し
て
み
た
が
、
そ
れ
は
糖
度
蓮
用
の
形
式
上
の
攣
化
で

あ
っ
て
，
制
度
の
内
容
は
始
終
依
然
と
し
て
密
用
筆
義
・
實
科
圭

義
で
あ
っ
た
。
密
用
主
義
は
人
生
観
と
し
て
淺
戴
で
あ
り
、
入
を

し
て
唯
物
的
、
功
利
的
、
打
算
的
に
陥
ら
し
め
や
す
く
、
そ
の
極

は
善
良
な
る
風
俗
を
鍮
の
，
國
朧
を
輕
ん
す
る
や
う
に
も
な
る
。

さ
れ
ば
そ
の
反
動
と
し
て
國
梓
主
義
が
露
盤
上
に
も
漸
次
著
し
く

な
っ
て
來
た
。
田
中
丈
部
大
輔
の
頃
、
ア
メ
リ
カ
入
の
マ
レ
濯
で

さ
へ
、
國
弊
主
義
を
以
て
極
端
な
る
隊
化
敏
育
を
抑
へ
、
日
本
の

警
は
呆
の
逆
風
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
し
た
（
湖

麟
鞠
翻
の
）
。
そ
の
後
明
治
＋
三
年
よ
り
華
麗
榛
篤
と

な
り
、
十
三
年
の
改
正
教
育
令
で
は
小
器
校
學
科
図
中
の
修
身
科

を
諸
學
科
目
中
の
首
位
に
置
い
た
が
、
直
筆
こ
の
方
針
は
礎
夏
さ

れ
な
い
。
か
つ
釜
十
四
年
に
識
し
た
小
盲
絞
肥
壷
綱
領
で
は
小
學

校
の
修
身
科
を
初
等
科
と
中
等
科
乏
で
無
く
侮
翅
六
時
闇
つ
つ
、

高
等
科
で
侮
言
三
時
聞
つ
つ
と
定
め
て
。
大
い
に
道
徳
薫
育
愈
重

の
方
針
を
示
し
、
客
用
本
位
を
幾
ら
か
中
和
し
よ
う
と
し
た
。
前

に
も
記
し
た
が
、
改
正
教
育
令
中
で
品
行
不
正
な
者
は
教
員
た
る

　
　
　
　
　
　
纂
十
山
ハ
巷
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叫

を
得
ざ
ら
し
め
た
こ
と
，
つ
い
で
小
躍
画
素
員
発
許
駿
授
與
方
心

得
を
定
め
た
こ
と
も
徳
育
奪
重
に
有
敵
で
あ
っ
た
。
殊
に
十
四
年

六
月
に
編
岡
文
部
卿
は
小
學
概
数
員
心
得
十
六
條
を
頒
っ
て
も
小

謡
校
敏
貴
は
特
に
道
徳
教
育
に
力
を
用
ひ
、
愈
王
愛
市
の
志
氣
を

振
起
す
べ
き
こ
と
を
詳
密
に
教
凹
し
た
。
こ
れ
は
今
爾
小
學
校
教

員
に
遵
守
さ
れ
て
る
る
。
同
年
七
荊
】
般
0
學
校
に
於
て
教
員
品

行
検
定
規
則
を
獲
し
、
敏
員
の
品
行
の
不
正
と
認
む
べ
き
事
項
や

虚
分
方
法
を
規
定
し
，
十
六
年
三
月
こ
の
規
則
を
学
校
憂
に
も
適
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

配
せ
し
め
た
。
教
員
心
得
と
い
ひ
、
品
倉
検
定
規
則
と
い
ひ
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

面
に
は
民
桃
論
に
謝
す
る
警
戴
で
あ
っ
た
が
、
我
が
敏
育
界
が
實

用
王
義
・
主
知
主
義
の
外
に
道
徳
教
育
の
大
切
な
こ
と
に
氣
つ
い

て
來
た
こ
と
を
此
等
の
規
程
に
よ
っ
て
も
知
る
事
が
出
様
よ
う
。

か
く
て
教
育
上
に
も
鰍
化
主
義
・
實
用
主
義
。
主
知
主
義
に
鋤
す
る

國
輝
主
義
・
徳
育
主
義
の
教
育
が
、
相
鋤
還
し
て
璽
ふ
に
到
り
、

當
時
一
般
思
想
界
に
激
烈
で
あ
っ
た
こ
の
二
つ
の
濫
立
並
び
に
糊

雫
は
数
育
上
に
も
著
し
く
現
れ
九
の
で
あ
る
。

　
一
二
の
鰹
肌
例
を
φ
の
け
る
と
，
十
五
年
四
月
馬
丁
π
大
廟
に
禰
　
宮
白
里

墨
・
舘
。
が
F
設
け
v
ら
れ
、
岡
六
日
μ
東
｛
尽
に
白
蘭
血
ハ
藷
擾
九
研
川
、
｛
同
五
月
東
山
示



大
墨
に
古
典
講
習
科
、
翌
年
二
月
同
大
學
に
支
那
古
典
講
習
科
が

設
置
さ
れ
た
。
畏
く
も
明
治
天
皇
は
十
五
年
一
月
軍
人
に
端
野
を

賜
う
て
軍
人
精
騨
や
武
徳
を
振
作
せ
し
め
ら
れ
、
同
十
二
月
「
幼

學
綱
要
」
を
頒
賜
し
て
明
倫
修
徳
の
資
と
せ
し
め
ら
れ
た
。

　
し
か
し
明
治
維
新
直
後
の
偏
狼
な
る
紳
道
主
義
・
皇
道
主
義
の

　
　
ヒ

復
活
で
は
、
も
は
や
時
代
に
適
合
し
な
い
。
む
し
ろ
逆
行
で
あ

る
。
當
時
盛
ん
で
あ
っ
た
酸
化
思
想
、
實
用
的
教
育
と
調
和
し
う

る
國
粋
圭
義
で
な
け
れ
ば
、
も
は
や
時
代
に
相
懐
し
な
い
。
丁
度

十
五
年
堀
、
」
ろ
著
し
く
な
っ
て
來
た
國
檸
主
義
は
實
に
か
義
る
可
能

性
を
持
つ
た
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
當
時
の
國
弊
主
義

は
如
何
に
し
て
外
來
の
冒
用
信
義
と
調
和
し
え
た
か
。
元
來
「
學

制
」
聖
壇
の
實
用
主
義
は
「
被
十
指
書
」
に
む
見
え
る
や
う
に
、
個

人
の
功
利
を
專
ら
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
個
人
を
國
家
に

韓
じ
て
、
國
の
富
強
を
障
り
、
國
力
の
櫓
蓮
を
計
ら
し
め
る
な
ら

ば
、
實
用
主
義
と
國
糠
主
義
と
を
調
和
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
維

新
以
來
皇
道
主
義
と
實
用
王
義
と
が
、
色
々
の
形
で
雫
ひ
、
盛
衰

隆
替
は
あ
っ
た
が
、
塗
に
こ
Σ
に
r
調
和
を
見
出
す
こ
と
が
翫
來

た
。
調
和
さ
れ
た
も
の
は
、
普
通
に
「
國
家
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
　
　
　
　
明
治
初
年
の
教
育
制
渡
と
そ
の
粘
憩
（
下
）
（
庇
橋
）

こ
の
調
和
を
始
め
て
法
令
の
上
に
禁
門
化
し
、
國
家
王
義
の
教
育

制
度
を
確
立
し
九
の
は
、
實
に
森
文
部
大
臣
で
あ
っ
た
。
彼
れ
は

夙
に
外
國
に
粟
び
、
外
國
文
化
に
熱
し
て
み
た
が
，
闘
膿
観
念
も

亦
張
烈
で
あ
っ
た
。
多
年
外
交
宮
と
し
て
海
外
に
あ
り
、
海
外
の

葦
垣
事
情
を
維
え
す
重
心
に
調
査
し
て
み
た
が
、
下
米
い
つ
れ
の

國
も
、
そ
の
教
育
の
根
本
義
は
國
民
精
密
を
生
徒
の
心
に
確
立
さ

せ
る
に
在
る
こ
と
を
知
り
、
萬
國
に
比
類
な
き
我
が
國
膿
観
念
を

敏
育
の
基
礎
と
す
る
こ
と
が
、
教
育
上
第
｝
の
要
義
だ
と
考
へ
て

る
た
。
曾
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
駐
心
中
、
『
日
本
の
教
育
策
」
を
ア

メ
リ
カ
合
衆
國
の
名
士
に
獲
問
し
、
そ
の
回
答
を
集
め
て
、
明
治

六
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
国
α
9
暮
。
⇔
診
冒
鵠
浮
と
題
し
て
萬
版

し
た
事
が
あ
っ
た
Q
明
治
十
五
年
伊
藤
博
文
が
西
洋
諸
國
の
立
憲

制
度
取
調
の
駕
渡
欧
し
た
時
、
駐
英
公
使
で
あ
っ
た
森
は
パ
リ
ー

で
伊
藤
に
あ
ひ
、
國
家
隆
隆
の
本
は
教
育
で
あ
る
職
我
が
國
に
立

憲
政
治
を
布
か
ん
と
す
る
な
ら
、
先
づ
教
育
を
盛
ん
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
て
、
教
育
の
重
要
性
を
縷
無
し
た
。
伊
藤
も
敏
育

に
は
一
隻
眼
を
有
し
、
國
民
敏
育
に
熱
心
な
人
で
あ
っ
た
か
ら
。

全
く
之
に
同
意
し
、
他
臼
内
閣
を
組
織
す
る
時
に
は
必
ず
森
を
用

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
十
山
ハ
巷
　
麓
〃
叫
駄
獣
　
　
　
山
用
買
五
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明
沿
初
年
の
敏
育
制
度
と
そ
の
糀
憩
（
下
）
（
晦
橋
）

ふ
べ
き
こ
と
を
決
意
し
た
書
は
れ
て
る
る
（
帰
院
、
日
本
教
育
の
三
六
そ
の
他
）
。

　
森
は
十
七
年
に
蹄
朝
し
、
伊
藤
の
推
薦
で
丈
部
筆
癖
丁
掛
と
な

り
、
大
い
に
腕
を
揮
っ
た
。
殆
ど
隔
日
に
東
京
師
範
墨
・
校
を
参
観

し
た
と
も
傳
へ
ら
れ
る
ほ
ど
、
働
精
で
あ
っ
た
。
手
垢
五
年
以
來

吹
第
に
法
令
は
整
っ
た
が
、
我
が
國
情
に
合
致
し
な
か
っ
た
の
で

森
が
十
八
年
十
二
月
文
部
大
臣
と
な
る
や
、
伊
藤
首
相
の
信
任
が

あ
つ
く
、
か
つ
多
年
海
外
に
居
っ
た
か
ら
、
・
新
知
識
者
と
し
て
の

聲
望
も
高
か
っ
た
嬬
，
在
職
は
短
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
中
々
多
く

の
仕
事
を
仕
上
げ
た
の
で
、
今
に
至
る
ま
で
歴
代
文
相
中
、
最
も

す
ぐ
れ
突
物
書
嚢
て
る
る
（
太
陽
櫓
刊
明
治
大
正
の
交
化
班
載
吉
田
博
士
稿
そ
の
他
）
。

彼
れ
の
桐
新
に
よ
り
十
九
年
三
月
前
國
大
駈
令
・
四
月
に
下
墨
・
校

令
・
師
範
學
校
令
・
中
學
校
令
等
を
勅
令
で
獲
布
さ
れ
た
。
從
來
は

一
つ
の
法
令
中
に
凡
て
の
墨
差
の
法
令
を
統
括
し
て
あ
っ
た
が
、

一
種
の
學
絞
の
改
慶
に
も
凡
て
の
畢
校
制
度
を
動
か
す
や
う
な
不

便
が
あ
る
の
で
、
此
れ
よ
り
後
は
藥
野
梅
に
法
令
を
異
に
す
る
こ

と
、
な
っ
た
。
高
等
女
狂
校
令
・
野
業
學
校
令
・
專
門
緑
玉
令
な
ど

の
制
度
は
ま
だ
こ
の
時
に
患
來
す
、
撒
年
蓬
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は

此
等
の
學
絞
が
十
九
年
の
頃
に
は
ま
だ
獲
蓬
し
て
み
な
か
つ
嚢
の

　
　
　
　
　
　
第
十
↓
ハ
巻
　
第
「
四
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二
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で
、
特
に
法
令
を
設
け
て
管
理
す
る
程
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
っ

　
森
大
臣
の
教
育
方
針
は
前
記
の
如
く
、
實
三
王
義
と
國
梓
主
義

と
を
調
和
し
た
闘
家
主
義
で
あ
る
が
、
今
彼
れ
の
塗
家
主
義
を
示

す
一
二
の
例
を
あ
．
け
て
見
る
と
、
大
塵
を
此
の
時
よ
り
わ
ざ
と
「
帝

國
大
壷
」
と
乾
せ
し
め
、
、
そ
の
目
的
を
「
國
家
ノ
須
要
工
癒
ス
ル

墨
衛
技
藝
ラ
教
授
シ
及
ヒ
其
ノ
蔽
奥
テ
攻
究
ス
ル
」
事
と
定
め
た

こ
と
は
そ
の
一
偶
で
あ
る
。
彼
れ
が
刺
客
の
害
に
あ
っ
て
箆
じ
た

後
、
後
に
文
部
大
臣
と
な
っ
た
井
上
毅
が
國
學
院
で
追
悼
演
設
を

し
て
、
森
を
以
て
圓
艦
敏
育
主
義
の
笹
島
の
創
始
者
で
あ
る
と
推

奨
し
、
稗
飯
ら
そ
の
詮
人
た
る
べ
し
と
言
っ
た
の
も
、
右
の
｝
例

と
す
る
こ
と
が
繊
來
よ
う
。
さ
れ
ば
森
は
社
民
教
育
の
振
興
に
意

を
注
ぎ
、
そ
の
駕
に
特
に
師
範
皐
校
の
充
實
に
努
力
し
，
之
を
高

等
と
尋
常
と
に
分
ち
、
公
立
師
範
墨
校
は
從
來
絞
撒
に
制
限
が
な

か
っ
た
の
を
、
此
の
時
か
ら
一
著
縣
に
尊
書
師
範
将
校
を
一
校
と

限
っ
て
、
そ
の
内
容
を
向
上
せ
し
め
、
尋
常
師
範
學
校
長
を
し
て
そ

の
府
縣
の
三
夜
諜
長
を
蕪
ね
る
こ
と
を
得
し
め
、
蹴
て
師
範
學
校

長
を
中
心
と
し
て
府
縣
内
の
小
著
教
育
を
統
一
せ
ん
と
し
、
叉
師

範
暴
校
に
兵
式
艦
操
を
移
入
し
て
規
律
駒
訓
練
を
施
す
と
共
に
、

（ge）



忠
君
愛
國
の
志
氣
を
鼓
舞
せ
ん
と
し
た
。
中
學
校
も
尋
常
高
等
に

分
ち
、
簿
常
中
締
校
は
各
府
縣
に
一
校
つ
つ
と
定
め
て
内
容
を
充

費
せ
し
め
、
か
つ
高
等
師
範
墨
校
や
高
等
幽
遠
校
。
帝
國
大
學
は

公
私
立
を
許
さ
す
、
官
立
に
限
っ
た
の
も
内
容
の
充
實
を
求
め
た

爲
で
あ
る
。
さ
う
し
て
高
等
小
藩
校
か
ら
一
は
尋
常
・
高
等
師
範

學
校
へ
、
二
は
尋
常
・
高
等
中
之
校
を
経
て
帝
國
大
弓
へ
通
す
る

こ
と
Σ
し
秩
序
整
然
た
る
組
織
を
立
て
た
。
事
書
も
か
、
る
系
統

が
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
昏
墨
校
と
も
内
容
が
不
十
分
で
あ
っ

た
上
に
、
同
種
の
學
校
も
内
容
が
隈
々
扁
定
し
な
か
っ
た
の
で
、

系
統
が
あ
っ
て
も
有
名
無
麿
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
↑
て
十
七
年
以
來
退
歩
の
観
の
あ
っ
た
教
育
界
は
俄
に
活
氣

を
呈
し
て
來
た
。
只
森
大
距
は
學
校
撒
を
減
じ
允
。
こ
れ
は
財
政

上
の
理
由
も
あ
る
が
，
主
と
し
て
内
容
の
充
實
整
頓
を
圏
る
爲
で

あ
っ
た
か
ら
、
明
治
の
敏
育
は
こ
」
に
大
い
に
緊
張
し
、
地
盤
を

固
う
し
た
。
我
が
政
府
の
施
設
は
全
膿
と
し
て
維
新
以
來
常
に
國

家
本
位
で
あ
っ
た
の
に
拘
ら
す
、
敏
育
だ
け
は
當
局
の
不
劇
れ
と

外
國
の
敏
育
制
度
の
焼
直
し
に
浸
頭
し
て
み
た
爲
と
で
、
敏
育
の

方
針
は
功
利
的
で
あ
っ
て
政
治
企
罷
の
方
針
と
矛
盾
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
明
贈
初
年
の
教
育
確
度
と
そ
の
覇
淋
（
下
）
（
商
橋
）

な
つ
お
で
あ
る
二
言
こ
の
弊
竺
選
れ
た
（
醤
蝦
響

吏
）
。
叉
森
壼
の
制
定
し
藷
爆
令
は
そ
の
後
、
麿
肇

て
改
正
さ
れ
塘
補
さ
れ
た
が
、
そ
の
根
本
の
制
度
と
主
義
と
は
今

尚
殆
ど
動
か
ぬ
。
そ
の
國
家
主
義
の
敏
育
方
針
は
依
然
と
し
て
攣

ら
ぬ
の
で
あ
る
σ
（
昭
和
六
年
ご
月
稿
草
月
訂
正
）

附
記
　
本
稿
の
（
上
）
口
「
國
史
と
國
文
し
昭
和
三
年
十
一
月
號
以
下
に
漣
載

さ
れ
力
徳
重
淺
吉
氏
の
「
維
薪
草
芽
期
の
學
攻
、
學
校
並
に
皇
漢
雨
墨
派

の
論
畢
し
か
ら
示
教
た
受
け
六
黙
が
多
い
。
こ
㌧
に
明
詑
し
て
謝
意
た
表

す
。

第
十
山
足
巷
　
　
第
四
號
　
　
　
轟
ハ
ニ
竜
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